
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

内
水
面
漁
業
は
、
水
産
物
の
供
給
の
機
能
及
び
多
面
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
国
民
生
活
の
安
定
向
上
及
び
自
然
環
境
の
保

全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
水
面
漁
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
漁
場
環
境
の
悪
化
等
に
よ
る
漁
業
資
源
の
減
少
、
外
来
魚
や
カ
ワ
ウ

に
よ
る
被
害
、
原
発
事
故
に
係
る
風
評
被
害
な
ど
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
特
に
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
に
つ
い
て
は
、
そ
の

稚
魚
で
あ
る
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
が
低
迷
し
て
お
り
、
資
源
状
態
の
悪
化
に
よ
る
国
際
的
な
規
制
の
強
化
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
に
つ
い
て
は
、
ウ
ナ
ギ
属
に
係
る
商
業
的
な
輸
出
入
に
対
す
る
国
際
的
な
規
制
強
化
の
動
向
等
を
踏
ま

え
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
和
食
」
の
保
護
・
継
承
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
資
源
の
持
続
的
利
用
を
確
保
す
る
べ
く
、
本
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
る
指
定
養
殖
業
の
許
可
・
届
出
養
殖
業
の
届
出
を

は
じ
め
と
す
る
各
般
の
施
策
の
活
用
を
含
め
、
実
効
あ
る
対
策
を
講
ず
る
た
め
、
国
内
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

ま
た
、
国
際
的
な
資
源
管
理
に
向
け
た
取
組
や
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
大
量
生
産
技
術
の
確
立
に
向
け
た
取
組
を
一
層
推
進
す

る
こ
と
。

二

内
水
面
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
資
格
に
係
る
河
川
に
お
け
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
又
は
養
殖
を
行
う
日
数
の
算
定
に
当

た
っ
て
は
、
内
水
面
漁
業
が
有
し
て
い
る
水
産
物
の
供
給
の
機
能
及
び
多
面
的
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
水
産
業
協
同
組
合
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

三

農
業
水
利
施
設
の
整
備
、
河
川
改
修
等
が
内
水
面
の
生
態
系
に
与
え
る
影
響
に
鑑
み
、
自
然
と
の
共
生
及
び
環
境
と
の
調

和
に
配
慮
し
た
農
業
水
利
施
設
、
河
川
の
整
備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
る
協
議
会
の
活
用
が
図

ら
れ
る
よ
う
措
置
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


